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№２４１７ 第２０回例会 ２０１５．１１．1９ 晴 

 

点 鐘：千葉一利 会長 

進 行：白石幸久 SAA 

ソング：奉仕の理想  

 

会長挨拶 

千葉一利 会長 

 

皆さん今日は。先週の理事会の報告をします。 

１． 事務所の移転について 

次のようにして荷物を運びます。突然で申し訳 

ありませんが、今日１９日は、ゴルフに参加しな 

い人でそれぞれの車で運ぶ。理事を中心とす 

るが、他の会員も協力して行う。１９日の作業 

責任者は高橋幹事。 

２６日は、ゴルフ人達とその他協力者で、大き 

なものを運ぶ。責任者は榎本副会長。 

この二日間で荷物運びは完了させる。 

２． さざ波館での最後の例会は１２月３日とする。謝

礼は、５万円。１２月１０日からは、いち川で例

会を行う。欠席者各方面への連絡。さざ波館へ

の感謝の言葉と謝礼を 

３． 刈込八束会員の退会に関して 

一身上の都合による退会届を理事会が承認、

来年１月退会、１２月３１日までは会員 

次にアンケートの事です。お配りした用紙をご覧

下さい。ロータリーの上半期の活動についてのアン

ケートです。なるべく具体的に書いてください。提出

者氏名は必ず書き１２月１０日必着でお願いします。 

それから、引っ越しまで落ち着きません。私の話

はその間なるべく短くしたいと思っています。ただし、

卓話の時間は、きちんと確保していくつもりです。

みなさんも連絡・報告などなるべく簡潔にお願いし

ます。ご協力ください。 

今日の朝日川柳から 

『世界中 戦争になる 気配する』 

『我々も くらっています 猫だまし』 

 

幹事報告 

高橋裕之 幹事 

１． 地区大会参加者の確認 

２． 地区委員推薦のお願い（回覧） 

３． 国際大会参加のお願い(回覧) 

４． 富津ＲＣより会報受領（回覧） 

５． 台風１８号義捐金協力の礼状受領（回覧） 

 



委員会報告 

米山記念奨学会寄付について 

須藤 隆 米山担当部長 

 

１．米山奨学会寄付について 

１０月の米山月間に米山奨学会寄付のご協力を

お願いし、多くの方に特別寄付のご協力を頂きました。

まだ全員の方からご協力を頂いておりませんので、

残りの方については１２月上旬までお待ちし、１２月

中旬に米山奨学会に送金いたしますのでご承知く

ださい。 

２．㈱キミカ工場見学について 

 １２月１０日にアルギン酸の世界トップ企業に成長

した㈱キミカの工場見学を予定しております。キミカ

の社長が是非富津中央ローラリークラブの皆さんに

お会いしたいとの要望により、当初１１月１９日の予

定を社長の都合に合わせて変更した経緯がありま

す。地元の有力企業でもあり、出来るだけ多くのご

参加を希望します。 

 

『第３９回ＲＹＬＡセミナー』に参加して 

渡辺哲夫 青少年奉仕担当部長 

 

平成２７年１１月１４日（土）・１５日（日）の一泊二

日の日程で、船橋市立一宮少年自然の家での開

催の、第３９回ＲＹＬＡセミナーに三平雄太君（２１

歳）・中村翔（２１歳）の３名で参加してまいりました。 

ＲＹＬＡの歴史については今更私が言うまでもな

く、１９７６年日本でスタートし、当２７９０地区（千葉

県全域）では１９７８年（昭和５３年）１１月に第１回セ

ミナーが開催され、今年で第３９回を迎えました。 

ロータリアンと少年が一泊二日の間、寝食を共に

し、共に考え、共に協議し、懇親しながら心のふれ

あいを通じて、青少年は知恵とリーダーシップを身

に付けロータリアンは、若者達とコミュニケーション

スキルを再確認する。そこで、教材は『歩行ラリー』

を使い、参加者に『事実とは何か』『真実とは何か』

これまでの生活で会得してきた知識や経験が『先

入観』『既成概念』となり多くの間違いを犯すことを

実証し、考える機会を与えるものであります。 

ロータリアンと青少年の参加者は７０名、役員・実

行委員は約３０名の総勢約１００名と大勢の参加が

あり、９時から受け付けて１０時に開講しました。 

始めに、ロータリアンと青少年の参加者７０名をＡ

ユニット、Ｂユニットの２組に分けられ、さらに各ユニ

ットを４組に分けられ、歩行ラリーにつての説明・歩

行ラリーの研究・対策について研修会が行われ、昼

食の後、各組を２・３名１組のペアで、午後１時に第

１回歩行ラリーがスタートしました。 

ラリー終了後、事実と再現の調査・検証項目の検

討会が研修室で開催され、夕食・入浴の後、１９時

３０分から基調講演並びに成績発表が行われ、日

鉄住金環境株式会社の前社長、元君津ＲＣで、ＲＩ

第２７９０地区元新世代育成委員長の河合潤先生

による、『豊に生きる！』と題しての基調講演が行わ

れた後、第１回の歩行ラリーの成績発表及び表彰

式が行われました。 

第１回のラリーにつきましては、まさに『先入観』

『既成概念』にとらわれ、しかも雨天の中、なかなか

チェックポイントが見つけられず、完走出来たチー

ムがほんの少しでした。（ちなみに私は１６歳の女子

高校生とのペアリングで無事完走し、個人成績でも

第４位、団体では第３位という成績でした。） 

１５日の第２日目、６時３０分起床。７時から朝の

集い・ラジオ体操、各部屋の清掃の後、朝食後、９

時より第２回歩行ラリーがスタートしました。ペアリン

グは昨日と同じで、昨日の検証結果並びに対策会

議が功を奏して、朝から昨日に引き続き雨の降りし

きる中ではありましたが、各チームほぼ全員が時間

内に完走する事が出来ました。（コマ地図の見方を



修得した結果です。）（ちなみに私達ペアは、個人

成績で昨日と同じ第４位、団体では第２位という２日

間ともに好成績でした。） 

昼食の後、２日間の研修・体験のまとめ・壁新聞

の作成。アンケート作成とそのとりまとめが研修室で

行われ、１４時から第２回成績発表が行われ、１５時

から閉講式が執り行われ、参加者青少年の声、ロ

ータリアンの声がそれぞれありＡユニットから私もロ

ータリアンの代表として発表させていただきました。 

終わりに、最初はお互い見知らぬ同士、歳下は１

６歳の高校生、年長者はおそらく自分ではないかと

思いますが、５０歳も離れた世代同士、最初は会話

もそこそこ、ぎくしゃくとしていましたが、歩行ラリー

を通じてコミュニケーションも図られ、心も打ち解け

あい、久しぶりに有意義な研修会を体験させていた

だきました。 

 

ロ財団寄付のお願い 

白石幸久 ロ財団担当 

 

 １１月は、ロータリー財団月間です。先月の米山

寄付に引き続き、財団寄付をお願いいたします。 

 

 

 

 

会員卓話 

私の少年時代 

高島治雄 会員 

 

大変プライベートなお話であり楽しいお話でもな

いので恐縮ですが、本年８月で戦後７０年が過ぎ、

その戦時中に育った私の少年時代のいろいろな体

験・経験を話したいと思います。恐らくこの地で育っ

た同年配の人たちには、なかったのではないかと

思います。 

○１９３２年（昭和７年）５月兄、２人の姉の末っ子と

して橫浜で生まれる。小学校は横浜市立瀧頭小学

校（私は美空ひばりの先輩） 

○１９４１年（昭和１６年）小学校３年の時 

早朝、真珠湾奇襲作戦をもって大東亜戦争が始ま

る。 

○マレー進攻→マレー沖海戦→シンガポール陥落

等々大本営からの戦勝が伝えられ予期以上成巧、

しかし次第に反攻されて来て１７年４月には初めて

東京が空襲される。 

○１９４３年（昭和１８年）占領地は奪還され、幾多の

島々も玉砕が続き敗色が強くなる。その象徴が山

本五十六元帥の戦死と言える。 

○１９４４年（昭和１９年）空襲が頻繁に日本中に広

がり、東京・大阪・橫浜など主要都市ばかりでなく、

地方都市まで無差別爆撃が始まる。これにより子供

を空襲から守るため都会の学校が数多く閉鎖され

ることになる。私の小学校も閉鎖された。子供達は

親戚や縁故をたどって地方に疎開するか、或いは

学校で計画する集団疎開するか選択させられるこ

とになる。５年生の時である。私は姉が結婚した相

手の生家に縁故疎開する事になった。疎開先は愛

知県の三河湾沿いの吉良吉田という町である。トイ

レで良く帰りたいと泣いた物だが、ここで今までの

橫浜の生活とは異なるいろいろな体験をした。 



○塩田での製塩の手伝い 

○橫浜の家に、そろばんを取りに１人旅での体験 

○はじめて機銃掃射を受ける 

○赤フンとサメ 

○そして大地震に遭遇 

戦局も良くなく、国民の不安を拡散させないためか

報道統制されたせいか、あまり知られてない、関東

大地震に匹敵する大地震であった三河地震と言わ

れる。私が通学していた学校も一瞬にして倒壊、窓

から校庭に逃げ出し一命が助かる。校庭では立っ

ていられないほどの揺れであった。今でもその驚怖

が忘れられない。 

○１９４４年（昭和１９年８月）再び橫浜へ 

疎開先の学校が倒壊したため、橫浜でも閉鎖され

ていない小学校に再び帰る。当時も田園地帯が残

る上大岡の（今では副都心）桜ヶ丘小学校に転校、

そして２０年４月、６年生で旧制第三中学に入学。 

○１９４５年（昭和２０年）４月からの中学校生活 

連日の空爆の中、これが戦争なのかと毎日感じな

がらの登校。２０年１月からの空爆は、その機数４５，

０００機、被害者１，０００万人死傷者６６５，０００人に

達するとの統計。 

○山下公園で再び機銃掃射をうける 

○そして橫浜大空襲 

最後の電車で自宅に辿り着く 

○それからの中学生生活 

焼夷弾の焼ける匂いの中で連日市内の焼跡整理

奉仕作業、弁当は焼けた缶詰１コ、時には焼死体

の運搬、これぞ地獄絵である。こんな体験は恐らく

この地では考えられないこと。日々学習ずらない連

続であった。 

○１９４５年（昭和２０年）８月 

８月６日、広島に原爆投下され、８月９日にはソ連が

参戦をして、同日長崎に原爆が投下された。そして、

８月１５日陛下の無条件降伏のご聖断が下り、終戦

を迎える事になる。 

○終戦後の生活 

いち早く米軍が上陸、不安な日々の連日が続く。

私も学校で学習する事もない日々であった。両親と

姉二人そして私の家族の生活は心配続きで父は自

分の職と住居を捨て、父の生まれ故郷であるこの佐

貫に帰る決断をする事となる。 

○１９４６年（昭和２１年）２月 

ここから富津っ子になる。２月に旧木更津中学校に

編入試験をうけて入学。その時の校長鈴木庄三先

生の面接を校長室で受けたのを覚えている。 

ここから数少ない木更津中３年木更津高校３年計６

年間の学生生活が始まる事となる。後日談だが、私

が初任教師として小糸東中学校に赴任するとき小

糸町の教育長のなっておられた鈴木先生の面談を

受けた。二度の面接である。人生ご縁があるもので

すね。 

 

ノーベル賞受賞の大村先生と駆虫薬 

           山下 厚 会員 

 

富津中央ロータリークラブの仲間に入れていた

だいて７か月が経過しました。私にとって初めての

卓話です。百戦練磨の先輩の皆様方のように、多く

の示唆に富んだ面白いお話はできませんが、よろ

しくお願いいたします。 

 さて先般の大村先生のノーベル医学・生理学賞

受賞はわが国に大きな喜びをもたらしてくれました。

発表前の下馬評にも殆ど上がっていなかったようで

すから、受賞して初めて大村智先生のお名前を聞

いた方もいらっしゃったことと思います。 

 先般出した私の著書の第32話に大村智先生のこ

とに触れた部分があります。３年前の１０月に書いた

文章でした。実は私は大村先生のことは３７～８年

ほど前から知っていました。伊豆の川名のゴルフ場

の土の中から、画期的な駆虫薬を産生する微生物

が発見されたという朝日新聞の科学欄に載った小

さな記事を覚えています。切り抜いてずっと持って

いました。しかし今回あっちこっちひっくり返して探

したのですが、どこに行ってしまったのか見つける

ことができませんでした。きっと私の書斎の乱雑ぶり

を見かねた妻が捨てたのでは、と疑っています。 



 太古からヒトは多くの寄生虫疾患に悩まされてき

ました。当然それまでも寄生虫撲滅のために多くの

努力が傾注され多くの効果を上げてきました。皆様

方の多くも小学校時代、学校で駆虫薬というより虫

下しを飲まされたことがあるのではないでしょうか。

その当時、全国的に蔓延して子どもの栄養状態に

悪影響を及ぼす回虫が目の敵にされていました。

この回虫の虫下しは確かサントニンと言ったような

記憶があります。大村先生が発見したイベルメクチ

ンのすごいところは、駆虫効果がそれまでのものに

比べて圧倒的に高く、且つ安全性が高い、つまり副

作用が殆どないこと、また先に述べた回虫のように、

胴体が円形で細長い外形を持つ多くの円虫類に

効果を発揮するということでした。円虫にはフィラリ

アと言われる糸状虫、回虫、ギョウチュウ、鉤虫、動

物の分野では馬円虫、豚腎虫など多くの寄生虫が

含まれます。また人畜共通の寄生虫として恐れられ

た日本住血吸虫もこの円虫の仲間です。更にイベ

ルメクチンは体の内側に寄生する円虫類以外にも

外部寄生虫、つまり皮膚の表面に寄生するダニ、

疥癬虫などにも特効薬的な効果を示すという、本当

にすぐれものなのです。 

 犬を飼っている方は毎年５月ごろから１１月ごろま

で毎月1回、イベルメクチンを飲ませ続けることが今

や常識として定着しているものと思います。 

 この大村先生が発見したイベルメクチンが世に出

回る昭和５５年ごろまでは我が国の犬は平均して３

歳まで生きることができなかったそうです。ところが

今では１５歳まで生きるということです。イベルメクチ

ンの駆虫効果が大きな貢献をして犬の寿命を１０年

以上伸ばしたということです。なんとも驚いてしまい

ます。 

多くの場合、ウシに寄生するフィラリア虫はセタリ

ア・ジギタータと言う種類ですが、通常は腹腔内の

胃や肝臓、腸などの臓器の隙間を満たしている栄

養たっぷりな腹水の中にいるので症状を出すことは

ありません。第四胃変位症や帝王切開などで開腹

手術をすると、直径１～２㎜、長さが７～８ｃｍほどの

糸状の白い虫が手や腕に絡まってきます。皆様方

はどう思うか分かりませんが、私はこの虫をいつもか

わいいと思っていました。 

 しかしウシと同じように胃袋が４つあり反芻をする

家畜でもヤギやヒツジのフィラリア症は大きな問題

になります。フィラリア虫が脊髄に入り込むことが多

く、腰麻痺つまり腰から下が麻痺して、立てなくなっ

てしまう症状を引き起こすのです。ですから三井さ

んのマザー牧場のヒツジやヤギも蚊が飛び回る５月

から１１月にかけては予防処置をしているはずです。

私が若いころは 1 頭 1 頭筋肉注射をしていました。

３～４人の若い獣医師で行って、牧場の若い従業

員の方々と一緒になって逃げ回るヒツジを押さえつ

けては４００頭ほどのヒツジの１頭、１頭に注射したこ

とを覚えています。そのあとでご馳走になったジン

ギスカンが大変おいしかったことも覚えています。

今は薬剤を背中に垂らすだけで素晴らしい駆虫効

果を発揮するイベルメクチン製剤がありますから、

腰麻痺の予防も大変楽になっています。これもイベ

ルメクチンを発見した大村先生とそれを製品化して

くれたアメリカのメルク社のお陰です。 

 ところで、西郷隆盛は大金玉だったといわれてい

ます。しかし正確に言えば、これは精子や男性ホル

モンを作る精巣が大きかったのではなく、二つの精

巣を容れている陰嚢が顕著な水腫を起こしていた

のです。これはフィラリア虫の一つ、バンクロフト糸

状虫といってヒトにだけ寄生する糸状虫がリンパ系

に寄生することでリンパ循環を阻害されて発症する

ものです。子どものころ沖縄の那覇に住んでいた少

し年下の友人から聞いたのですが、その当時昭和

３０年代の終わりころでも那覇では銭湯で大きな金

袋を提げたおじいさんを見かけたそうです。 

今回の大村先生のノーベル賞受賞関連の報道

ではオンコセルカ症の予防、撲滅に大きな貢献をし

たことが受賞理由の一番に取り上げられていました。

オンコセルカ症は回旋糸状虫症が引き起こすもの

で、日本語訳では河川盲目症と言われます。主に

アフリカや中南米、東南アジアの方々が年間１，８０

０万人あまり罹患し、２７万人余りが失明していたそ

うです。この病気は蚊ではなく、ブヨ（ブユともいう）

が媒介するそうです。この病気も近い将来、イベル

メクチンによって撲滅できるという見通しが立ってい

るようです。 

 フィラリア症を引き起こす蚊とオンコセルカ症を引

き起こすブヨではその発育環境に大きな違いがあり

ます。蚊は小さな水溜まりや、ドブ、池など、水の流



れがないところを好んで発生します。ところがブヨは

きれいな流れる水の中にしか棲めないのです。ここ

にもブヨの撲滅、オンコセルカ症の撲滅の難しさが

あったのです。オンコセルカ症発症地では、豊かな

土地があり、きれいな水があってもそこを放棄し逃

げ出さなければならないこともあったのです。これは

オンコセルカ症の発症地では食糧問題も同時に発

生したことを意味しています。大村智先生が発見し

たイベルメクチンはオンコセルカ症の撲滅に大きく

寄与しているだけではなく、途上国の食糧問題にも

大きな貢献をしているのです。 

既に富も名誉も手にしながら謙虚さを失わず、そ

の富の多くを研究所へ寄贈したり、また美術館を建

てたりして社会に還元している大村先生。その生き

方はまさしくロータリアンの理想そのものではないか、

と私には思えます。皆様いかがでしょうか。 

私は金にも名誉にも程遠い人生を歩いて来まし

たが、娘二人に学費がかからなくなった直後から少

額ではありますが、国境なき医師団、それにユニセ

フには毎年寄付を続けています。ロータリークラブ

に入らせていただいて今年からは米山奨学金にも

少額ながら寄付をさせていただけるようになりました。

自己満足かも知れませんが、そのことによって助か

る方が、喜んでくれる方がいるのであれば、貧しい、

質素な生活の中から工面しながら続けていきたいと

考えています。 

大村先生のノーベル賞受賞は、大村先生が医

学、獣医学面などで世界的な大きな貢献をされた

ことを世の多くの人々に知らしめ、喜びを与えてく

れました。しかしそれだけではなく大村先生のノー

ベル賞受賞は、その生き方を通して我が国の子ど

もだけでなく大人にも大きな生きる指針を示してく

れたのではないか、と私は思っています。 

 

 

ニコニコ BOX 

渡辺哲夫 親睦担当委員 

千葉一利 事務所の引越しよろしくお願いします 

高島治雄 卓話を聞いていただいて 

山下 厚 初めて卓話をさせていただき 

金子光晴 栗原会員のお母さんにＴＶ撮影のご協 

力をいただき有り難うございました 

渡辺哲夫 第３９回ＲＹＬＡセミナーに参加しました 

白石幸久 昨日、４人目の孫が生まれました 

 

合計 ６,０００円 

    

出席報告 

志波 克 出席担当部長 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率

今 回 27/25 19 6   76.00%

前 回 27/25 19 5 1 80.00%

前々回 27/24 21 3  87.50%

総会員数 ： ２８名－休会１名＝２７名 

先週、同窓会のため欠席したので、昨日富津シ

ティクラブにメークアップしました。やや少人数なが

ら温かく、キチンとした例会進行に感心しました。又、

雑誌委員の発表は大変参考になりました。 

皆さんも積極的にメークアップをするようお薦めし

ます。 （志波） 

 

 

近隣クラブ例会日 （通常 12:30 点鐘） 

月

火

水

木

君津、袖ヶ浦(特別 最終例会 18:00) 

富津(月末 18:30 10～3 月 18:00) 

木更津東(特 18:30)、富津ｼﾃｨ(特 18:00)

上総、木更津 

 

君津RC    ﾎﾃﾙ千成        0439-52-8511 

袖ヶ浦RC  ﾚｽﾄﾗﾝ菜心味袖ヶ浦店 0438-60-1753 

富津RC    宮島            0439-67-0965 

木更津東RC ﾛｲﾔﾙﾋﾙｽﾞ木更津ﾋﾞｭｰﾎﾃﾙ 0438-23-0211 

富津ｼﾃｨ RC 新日鐵住金富津ｸﾗﾌﾞ  0439-80-2525 

上総RC    割烹旅館 山徳     0439-27-2003 

木更津RC  東京ﾍﾞｲﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ   0438-25-8888 

 


